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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データドライバー駆動用信号とゲートドライバー駆動用信号とを出力し、外部から印加
される垂直同期信号と水平同期信号とメインクロック信号とによって周期と振幅とを定義
する第１信号を出力するタイミング制御部;
　前記データドライバー駆動用信号に基づいて液晶キャパシターの極性を駆動させるデー
タ駆動電圧を出力するデータドライバー;
　前記ゲートドライバー駆動用信号に基づいてゲート駆動電圧を出力するゲートドライバ
ー;
　前記第１信号の提供を受けて電圧レベルをアップまたはダウンし、前記ゲート駆動電圧
に所定の周期で同調してスイングする共通電極電圧を出力する駆動電圧発生部;及び
　ゲートラインとデータラインとによって囲まれた領域に形成されて前記それぞれのゲー
トライン及びデータラインに連結されたスイッチング素子と、前記スイング共通電圧が印
加される共通電極と前記データ駆動電圧が印加される画素電極から成り、前記スイッチン
グ素子のターンオン動作によって前記スイング共通電極電圧と前記データ駆動電圧とに比
例するピクセル電圧によって光を透過する液晶キャパシターと、
　前記スイッチング素子のターンオン時に前記データ駆動電圧を蓄積し、前記スイッチン
グ素子のターンオフ時に蓄積されたデータ駆動電圧を前記液晶キャパシターに印加する保
存キャパシターとを備え、フレームごとに以前フレームのライン極性とは相異する極性に
なるようにライン反転駆動されるＬＣＤパネル；
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を含み、
　前記共通電極は、互いに異なる共通電圧が印加される第１共通電極、第２共通電極、及
び第３共通電極を含み、
　前記駆動電圧発生部は、
　ｎ番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅
の第１共通電極電圧を前記第１共通電極に出力し、
　ｎ+１番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍
の幅の第２共通電極電圧を前記第２共通電極に出力し、
　ｎ+２番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍
の幅の第３共通電極電圧を前記第３共通電極に出力し、
　前記ピクセル電圧が（－）から（+）で変更する場合、ゲートオン時間に（－）で終了
する前記第１共通電極電圧及び前記第３共通電圧を出力し、
　前記ピクセル電圧が（+）から（－）で変更する場合、ゲートオン時間に（+）で終了す
る前記第２共通電極電圧を出力し、
　ゲートが閉じた後、（－）と（+）とを反復スイングする前記第１共通電極電圧、前記
第２共通電圧、及び前記第３共通電圧を出力することを特徴とする、
スイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項２】
　前記駆動電圧発生部は、
　奇数番目のゲートライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅と
同一な幅の第１共通電極電圧を出力し、
　偶数番目のゲートライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記第１共通電極電圧
の極性に反転して前記ゲートパルス幅と同一な幅の共通電極電圧を出力することを特徴と
する、請求項１に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項３】
　前記ピクセルに印加される平均電圧は、
【数１】

（この時、Ｖｓはソース端印加電圧、Ｃｓｔはストリッジキャパシター又は保存キャパシ
タ、Ｃｇｄはゲート端とドレーン端との間の寄生キャパシター、Ｃｌｃは液晶キャパシタ
ー、△Ｖｃｏｍは前段共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）と現在の共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）との
差電圧）であることを特徴とする、請求項１に記載のスイング共通電極を利用した液晶表
示装置。
【請求項４】
　前記ゲートラインは、隣接して交互に形成される第１ゲートラインと第２ゲートライン
とからなり、前記データラインは、隣接して交互に形成される第１データラインと第２デ
ータラインからなり、
　前記ＬＣＤパネルは、
　第１ゲートラインと前記第１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとの間に水平方
向に設けられた第１共通電極ライン;及び
　前記第１共通電極ラインと前記第２ゲートラインとの間に設けられた第２共通電極ライ
ンを含み、
　前記第１共通電極ラインは、第１及び第２データラインによって形成される領域である
垂直コラムの１つおきにピクセル電極と連結され、前記第２共通電極ラインは、前記第１
共通電極ラインが連結されていないピクセル電極と連結され、
　前記駆動電圧発生部は、
　ｎ番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅
の第１共通電極電圧を、ｎ+１番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記
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ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第２共通電極電圧を、ｎ+２番目のライン駆動時に、ゲート
パルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第３共通電極電圧を各々前記第１
共通電極ラインに出力し、
　ｎ番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅
の第４共通電極電圧を、ｎ+１番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記
ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第５共通電極電圧を、ｎ+２番目のライン駆動時に、ゲート
パルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第６共通電極電圧を各々前記第２
共通電極ラインに出力することを特徴とする、
請求項１に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項５】
　前記駆動電圧発生部は、
　前記第１ゲートラインを駆動するときに、ゲートパルスの印加によって、前記ゲートパ
ルス幅と同一な幅の第１共通電極電圧を前記第１共通電極ラインに出力し、前記第１共通
電極電圧の極性に反転して前記ゲートパルス幅と同一な幅の第２共通電極電圧を前記第２
共通電極ラインに出力し、
　前記第２ゲートラインを駆動するときに、ゲートパルスの印加によって、前記第１共通
電極電圧の極性に反転して前記ゲートパルス幅と同一な幅の第２共通電極電圧を前記第１
共通電極ラインに出力し、ゲートパルス幅と同一な幅の第１共通電極電圧を前記第２共通
電極ラインに出力する、
ことを特徴とする請求項４に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ゲートラインは、隣接して交互に形成される第１ゲートラインと第２ゲートライン
とからなり、前記データラインは、隣接して交互に形成される第１データラインと第２デ
ータラインからなり、
　前記ＬＣＤパネルは、
　前記データライン間に形成される垂直コラムの１つおきに設けられた第１共通電極ライ
ン;及び
　前記第１共通電極ラインが設けられた垂直コラム以外の垂直コラムに設けられた第２共
通電極ラインを含み、
　前記第１共通電極ラインは、第１及び第２データラインによって形成される領域である
垂直コラムの１つおきにピクセル電極と連結され、前記第２共通電極ラインは、前記第１
共通電極ラインが連結されていないピクセル電極と連結され、
　前記第１及び第２共通電極ラインの各々はゲートラインとデータラインとの間に各々形
成される液晶キャパシターのキャパシタンスに対応して所定の面積を有する第１及び第２
保存キャパシターをそれぞれ含み、
　前記駆動電圧発生部は、
　ｎ番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅
の第１共通電極電圧を、ｎ+１番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記
ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第２共通電極電圧を、ｎ+２番目のライン駆動時に、ゲート
パルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第３共通電極電圧を各々前記第１
共通電極ラインに出力し、
　ｎ番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅
の第４共通電極電圧を、ｎ+１番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記
ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第５共通電極電圧を、ｎ+２番目のライン駆動時に、ゲート
パルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第６共通電極電圧を各々前記第２
共通電極ラインに出力することを特徴とする、
請求項１に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項７】
　前記ＬＣＤパネルは、
　前記共通電極ラインが前記ゲートラインのそれぞれと隣接して設けられ、
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　前記データライン間に形成される垂直コラムの１つおきに、隣接する共通電極ライン及
びゲートラインを連結して形成された第１保存キャパシターと、
　前記第１保存キャパシターが形成された垂直コラム以外の垂直コラムに、前記ゲートラ
インと当該ゲートラインの次のゲートラインに隣接する共通電極ラインとを連結して形成
された第２保存キャパシターと、
を含むことを特徴とする請求項４に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項８】
　前記駆動電圧発生部は、
　前記第１ゲートラインに隣接する共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記
ゲートパルス幅と同一な幅の第１極性の共通電極電圧を印加し、
　前記第２ゲートラインに隣接する共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記
ゲートパルス幅と同一な幅の第２極性の共通電極電圧を印加する、
ことを特徴とする請求項７に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項９】
　前記駆動電圧発生部は、
　ｎ番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の２倍に
該当する幅を有する第１極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+１番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の２
倍に該当する幅を有する第２極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+２番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の２
倍に該当する幅を有する第３極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+３番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の２
倍に該当する幅を有する第４極性の共通電極電圧を印加することを特徴とする、
請求項７に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記駆動電圧発生部は、
　ｎ番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の３倍に
該当する幅を有する第１極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+１番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の３
倍に該当する幅を有する第２極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+２番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の３
倍に該当する幅を有する第３極性の共通電極電圧を印加する、
ことを特徴とする請求項７に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記駆動電圧発生部は、
　ｎ番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の５倍に
該当する幅を有する第１極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+１番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の５
倍に該当する幅を有する第２極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+２番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の５
倍に該当する幅を有する第３極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+３番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の５
倍に該当する幅を有する第４極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+４番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の５
倍に該当する幅を有する第５極性の共通電極電圧を印加する、
ことを特徴とする請求項７に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記駆動電圧発生部は、
　ｎ番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の３倍に
該当する幅を有する第１極性の共通電極電圧を印加し、
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　ｎ+１番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の３
倍に該当する幅を有する第２極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+２番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の３
倍に該当する幅を有する第３極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+３番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の３
倍に該当する幅を有する第４極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+４番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の３
倍に該当する幅を有する第５極性の共通電極電圧を印加し、
　ｎ+５番目の共通電極ラインにはゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の３
倍に該当する幅を有する第６極性の共通電極電圧を印加する、
ことを特徴とする請求項７に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記ＬＣＤパネルは、
　前記共通電極ラインは、前記第１及び第２ゲートラインの間に第１及び第２ゲートライ
ンに沿って設けられ、
　隣接する第１及び第２ゲートラインと、前記隣接する第１及び第２ゲートラインの間の
共通電極ラインと、隣接する２本の第１データラインと、前記隣接する２本の第１データ
ラインの間の第２データラインとによって形成される領域に形成される第１乃至第４ピク
セルとを含み、
　前記第１ピクセルは、当該第１ゲートラインと、当該共通電極ラインと、当該一方の第
１データラインと、当該第２データラインとによって形成される領域に形成され、一端が
当該第１ゲートラインに連結されて他端が当該共通電極ラインに連結され、
　前記第２ピクセルは、当該共通電極ラインと、当該第２ゲートラインと、当該一方の第
１データラインと、当該第２データラインとによって形成される領域に形成され、一端が
当該第２ゲートラインに連結され、
　前記第３ピクセルは、当該第１ゲートラインと、当該共通電極ラインと、当該第２デー
タラインと、当該他方の第１データラインとによって形成される領域に形成され、一端が
当該第１ゲートラインに連結され、
　前記第４ピクセルは、当該共通電極ラインと、当該第２ゲートラインと、当該第２デー
タラインと、当該他方の第１データラインとによって形成される領域に形成され、一端が
当該共通電極ラインに連結されて他端が当該第２ゲートラインに連結される、
請求項４に記載のスイング共通電極を利用した液晶表示装置。
【請求項１４】
　データドライバー駆動用信号とゲートドライバー駆動用信号とを出力し、外部から印加
される垂直同期信号と水平同期信号とメインクロック信号とによって周期と振幅とを定義
する第１信号を出力するタイミング制御部と、前記データドライバー駆動用信号に基づい
て液晶キャパシターの極性を駆動させるデータ駆動電圧を出力するデータドライバーと、
前記ゲートドライバー駆動用信号に基づいてゲート駆動電圧を出力するゲートドライバー
と、前記第１信号の提供を受けて電圧レベルをアップまたはダウンし、前記ゲート駆動電
圧に所定の周期で同調してスイングする共通電極電圧を出力する駆動電圧発生部と、ゲー
トラインとデータラインとによって囲まれた領域に形成されて前記それぞれのゲートライ
ン及びデータラインに連結されたスイッチング素子と、前記スイッチング素子のターンオ
ン動作によって前記スイング共通電極電圧と前記データ駆動電圧とに比例するピクセル電
圧によって光を透過する液晶キャパシターと、前記スイング共通電圧が印加される共通電
極と前記データ駆動電圧が印加される画素電極から成り、前記スイッチング素子のターン
オン時に前記データ駆動電圧を蓄積し、前記スイッチング素子のターンオフ時に蓄積され
たデータ駆動電圧を前記液晶キャパシターに印加する保存キャパシターとを備え、前記共
通電極は、互いに異なる共通電圧が印加される第１共通電極、第２共通電極、及び第３共
通電極を含むＬＣＤパネルを含む液晶表示装置をフレームごとに反転駆動する液晶表示装
置の駆動方法において、
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（ａ）前記駆動電圧発生部は、ｎ番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前
記ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第１共通電極電圧を出力する段階；
（ｂ）前記駆動電圧発生部は、ｎ+１番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によっ
て前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第２共通電極電圧を出力する段階；
（ｃ）ｎ+２番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の
ｋ倍の幅の第３共通電極電圧を出力する段階；
を含み、
　前記ピクセル電圧が（－）から（+）で変更する場合、ゲートオン時間に（－）で終了
する前記第１共通電極電圧及び前記第３共通電圧を出力し、
　前記ピクセル電圧が（+）から（－）で変更する場合、ゲートオン時間に（+）で終了す
る前記第２共通電極電圧を出力し、
　ゲートが閉じた後、（－）と（+）とを反復スイングする前記第１共通電極電圧、前記
第２共通電圧、及び前記第３共通電圧を出力することを特徴とする液晶表示装置の駆動方
法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置及びその駆動方法に関し、より詳しくはゲートパルスに同調して共
通電極電圧をスイングさせることで発生するオーバーシュートを通じて応答速度を向上さ
せるための液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近来、パソコンやテレビなどの軽量化、薄型化によってディスプレイ装置も軽量化、薄型
化が要求されており、このような要求によって陰極線管（ＣＲＴ）の代りに液晶表示装置
（ＬＣＤ）のようなフラットパネル型ディスプレイが開発されて多様な分野において実用
化されている。
【０００３】
ＬＣＤは二つの基板の間に注入されている異方性誘電率を有する液晶物質に電界を印加し
、この電界の強さを調節して基板に透過される光の量を調節することによって所望の画像
信号を得る表示装置である。このようなＬＣＤは携帯が簡便なフラットパネル型ディスプ
レイ装置の中の代表的なものであり、その中でも薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ Ｆｉｌｍ 
Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ;ＴＦＴ）をスイッチング素子として利用したＴＦＴ-ＬＣＤが主に
利用されている。
【０００４】
図１は一般的なＴＦＴ-ＬＣＤの画素等価回路を説明するための図面である。
【０００５】
図１に示すように、一般的なＴＦＴ-ＬＣＤの画素はソース端とゲート端とが各々データ
ラインとゲートラインに連結されたＴＦＴスイッチング素子、Ｔ－ＦＴスイッチング素子
のドレーン端に各々連結されている液晶キャパシター（Ｃｌｃ）と保存キャパシター（Ｃ
ｓｔ）、ゲート端とドレーン端との間の寄生キャパシター（Ｃｇｄ）、ドレーン端とソー
ス端との間の寄生キャパシター（Ｃｄｓ）、データラインと画素電極との間のオーバーラ
ップキャパシター（Ｃｏ－ｖｅｒ）を含む。
【０００６】
ＴＦＴ基板にある画素電極（Ｖｐ）とカラーフィルター基板にある共通電極（Ｖｃｏｍ）
との間にある液晶がどのように駆動するかを簡単に見てみる。
【０００７】
まず、ゲートラインを通じて正極性のパルスが印加されるとＴＦＴスイッチング素子はタ
ーンオン状態となる。この時、信号線を通じてＴＦＴスイッチング素子のソース電極に印
加された信号電圧はドレーンを通じて液晶キャパシター及び保存キャパシターに印加され
る。ゲートパルスと共に印加された信号電圧はゲート電圧がオフされた後にも継続して維
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持され液晶キャパシターに印加される。しかし、ゲート端とドレーン端との間の寄生キャ
パシタンス（Ｃｇｄ）のために画素電圧は一定の電圧程度の電圧レベルシフトが生じるよ
うになる。
【０００８】
このような液晶表示装置（ＬＣＤ）を大画面応用等に対応させるのにあたって最も大きい
制限が応答速度である。このような大画面液晶表示装置で応答速度を改善するために松下
社では現在適用しているＣＣＤ（Ｃａｐａｃｉｔｉｖ－ｅ Ｃｏｕｐｌｅｄ Ｄｒｉｖｉｎ
ｇ）方式を改良して液晶表示装置の応答速度を改善している。
【０００９】
図２は一般的なＣＣＤの効果を説明するための図面である。
【００１０】
図２に示すように、ピクセルに加えるオーバーシュート/アンダーシュート（Ｏｖｅｒ ｓ
ｈｏｏｔ/Ｕｎｄｅｒ ｓｈｏｏｔ）させる方向は誘電率の低い液晶特性によって決定され
る。共通電極（ＣＯＭ）にパルスを印加するとキャパシティブカップリング（ｃａｐａｃ
ｉｔｉｖｅ ｃｏｕｐｌｉｎｇ）される量は液晶の誘電率が小さい状態でのパルス方向に
より大きく現れる。共通電極（ＣＯＭ）に印加する方向は、（+）から（-）で反転する場
合には電圧をまず下げてから上げるパルスを、（-）から（+）で反転する場合には電圧を
上げてから下げるパルスを印加すると、ノーマルホワイト（Ｎｏｒｍａｌ ｗｈｉｔｅ）
の場合、ハイグレー（Ｈｉｇｈ ｇｒａｙ）レベルからローグレー（Ｌｏｗ ｇｒａｙ）レ
ベルに変化したり、あるいはローグレーレベルからハイグレーレベルに変化する時に、常
に液晶には所望の正常状態の電圧よりアンダーシュート（Ｕ－ｎｄｅｒ ｓｈｏｏｔ）と
オーバーシュート（Ｏｖｅｒ ｓｈｏｏｔ）とが起こって液晶がより急速に回転する。
【００１１】
図３は松下（Ｍａｔｓｕｓｈｉｔａ）社で提案する前段ゲートを利用したＴＦＴ-ＬＣＤ
の画素等価回路を説明するための図面であり、図４は前記図３の松下社で提案する前段ゲ
ート信号を利用した応答速度の向上を説明するための波形図である。
【００１２】
図３に示すように、松下社で提案するＴＦＴ-ＬＣＤの画素等価回路は保存キャパシター
（Ｃｓｔ）の一端はドレーンに連結され、他端は前段ゲートに連結されている。
【００１３】
動作時にゲートパルスを印加することによってピクセルに印加される平均電圧（Ｖｐ）は
下記の数２の通りである。
【数２】

【００１４】
ここで、Ｖｓはソース端印加電圧、Ｃｓｔは保存キャパシターのキャパシタンス、Ｃｇｄ
はゲート端とドレーン端との間の寄生キャパシタンス、Ｃｌｃは液晶キャパシターのキャ
パシタンス、△Ｖｇは前段ゲート電圧と現在のゲート電圧との間の差電圧である。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、松下社で提案する方法は前段ゲートを用いるのでゲートロードが大きく、ライン
反転駆動だけに適用することができるのでクロストークの発生及びフリッカーの発生によ
って大型高精細化がむずかしいという問題点がある。
【００１６】
また、松下社で提案する方法は既存のゲートタップＩＣを使用することができず、オフで
ある時のゲート電圧をあまりにも高くするとオフ電流（Ｉｏｆｆ）が大きくなってゲート
の値を変化させる幅に限界があるという問題点がある。
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【００１７】
以上で説明したように、松下社で提案する前段ゲート信号の使用と、二つの段階のゲート
信号を印加する駆動方法は応答速度向上には大きく寄与するが、前段ゲートとライン反転
とを使用するという点で大型高精細化の液晶表示装置に適用するのには限界があるという
問題点がある。
【００１８】
本発明の技術と課題はこのような従来の問題点を解決するためのものであって、本発明の
目的は、液晶表示装置の応答速度の向上のためにスイング共通電極を利用した液晶表示装
置を提供することにある。
【００１９】
また、本発明の他の目的は液晶表示装置のライン反転駆動時の応答速度を向上させるのに
適したスイング共通電極を利用した液晶表示装置を提供することにある。
【００２０】
また、本発明の他の目的は液晶表示装置のドット反転駆動時の応答速度を向上させるのに
適したスイング共通電極を利用した液晶表示装置を提供することにある。
【００２１】
また、本発明の他の目的は液晶表示装置の応答速度を向上させるためにスイング共通電極
を利用した液晶表示装置の駆動方法を提供することにある。
【００２２】
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　また、前記本発明の他の目的を実現するための一つの特徴による液晶表示装置は、デー
タドライバー駆動用信号とゲートドライバー駆動用信号とを出力し、外部から印加される
垂直同期信号と水平同期信号とメインクロック信号とによって周期と振幅とを定義する第
１信号を出力するタイミング制御部、前記データドライバー駆動用信号に基づいて液晶キ
ャパシターの極性を駆動させるデータ駆動電圧を出力するデータドライバー、前記ゲート
ドライバー駆動用信号に基づいてゲート駆動電圧を出力するゲートドライバー、前記第１
信号の提供を受けて電圧レベルをアップまたはダウンし、前記ゲート駆動電圧に所定の周
期で同調してスイングする共通電極電圧を出力する駆動電圧発生部、及びゲートラインと
データラインとによって囲まれた領域に形成されて前記それぞれのゲートライン及びデー
タラインに連結されたスイッチング素子と、前記スイング共通電圧が印加される共通電極
と前記データ駆動電圧が印加される画素電極から成り、前記スイッチング素子のターンオ
ン動作によって前記スイング共通電極電圧と前記データ駆動電圧とに比例するピクセル電
圧によって光を透過する液晶キャパシターと、前記スイッチング素子のターンオン時に前
記データ駆動電圧を蓄積し、前記スイッチング素子のターンオフ時に蓄積されたデータ駆
動電圧を前記液晶キャパシターに印加する保存キャパシターとを備え、フレームごとに以
前のフレームのライン極性とは相異する極性になるようにライン反転駆動されるＬＣＤパ
ネルを含み、前記共通電極は、互いに異なる共通電圧が印加される第１共通電極、第２共
通電極、及び第３共通電極を含み、前記駆動電圧発生部は、ｎ番目のライン駆動時に、ゲ
ートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第１共通電極電圧を前記第１
共通電極に出力し、ｎ+１番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲー
トパルス幅のｋ倍の幅の第２共通電極電圧を前記第２共通電極に出力し、ｎ+２番目のラ
イン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第３共通電
極電圧を前記第３共通電極に出力し、前記ピクセル電圧が（－）から（+）で変更する場
合、ゲートオン時間に（－）で終了する前記第１共通電極電圧及び前記第３共通電圧を出
力し、前記ピクセル電圧が（+）から（－）で変更する場合、ゲートオン時間に（+）で終
了する前記第２共通電極電圧を出力し、ゲートが閉じた後、（－）と（+）とを反復スイ
ングする前記第１共通電極電圧、前記第２共通電圧、及び前記第３共通電圧を出力するこ
とを特徴とする。
【００２５】
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　また、前記本発明の他の目的を実現するための一つの特徴による液晶表示装置の駆動方
法は、データドライバー駆動用信号とゲートドライバー駆動用信号とを出力し、外部から
印加される垂直同期信号と水平同期信号とメインクロック信号とによって周期と振幅とを
定義する第１信号を出力するタイミング制御部と、前記データドライバー駆動用信号に基
づいて液晶キャパシターの極性を駆動させるデータ駆動電圧を出力するデータドライバー
と、前記ゲートドライバー駆動用信号に基づいてゲート駆動電圧を出力するゲートドライ
バーと、前記第１信号の提供を受けて電圧レベルをアップまたはダウンし、前記ゲート駆
動電圧に所定の周期で同調してスイングする共通電極電圧を出力する駆動電圧発生部と、
ゲートラインとデータラインとによって囲まれた領域に形成されて前記それぞれのゲート
ライン及びデータラインに連結されたスイッチング素子と、前記スイッチング素子のター
ンオン動作によって前記スイング共通電極電圧と前記データ駆動電圧とに比例するピクセ
ル電圧によって光を透過する液晶キャパシターと、前記スイング共通電圧が印加される共
通電極と前記データ駆動電圧が印加される画素電極から成り、前記スイッチング素子のタ
ーンオン時に前記データ駆動電圧を蓄積し、前記スイッチング素子のターンオフ時に蓄積
されたデータ駆動電圧を前記液晶キャパシターに印加する保存キャパシターとを備え、前
記共通電極は、互いに異なる共通電圧が印加される第１共通電極、第２共通電極、及び第
３共通電極を含むＬＣＤパネルを含む液晶表示装置をフレームごとに反転駆動する液晶表
示装置の駆動方法において、
（ａ）前記駆動電圧発生部は、ｎ番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前
記ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第１共通電極電圧を出力する段階；
（ｂ）前記駆動電圧発生部は、ｎ+１番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によっ
て前記ゲートパルス幅のｋ倍の幅の第２共通電極電圧を出力する段階；
（ｃ）ｎ+２番目のライン駆動時に、ゲートパルスの印加によって前記ゲートパルス幅の
ｋ倍の幅の第３共通電極電圧を出力する段階；を含み、
前記ピクセル電圧が（－）から（+）で変更する場合、ゲートオン時間に（－）で終了す
る前記第１共通電極電圧及び前記第３共通電圧を出力し、前記ピクセル電圧が（+）から
（－）で変更する場合、ゲートオン時間に（+）で終了する前記第２共通電極電圧を出力
し、ゲートが閉じた後、（－）と（+）とを反復スイングする前記第１共通電極電圧、前
記第２共通電圧、及び前記第３共通電圧を出力することを特徴とする。
【００２６】
このようなスイング共通電極を利用した液晶表示装置及びその駆動方法によると、保存キ
ャパシターとして用いる共通電極ラインの独立配線をゲートパルスに同調して所定の周期
でスイングさせることによってオーバーシュートを発生することができるので、液晶キャ
パシターによるメモリ効果によって階調が変化する時応答速度を向上させることができる
。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、通常の知識を有する者が本発明を容易に実施することができるように実施例に関し
て説明する。
【００２８】
図５は、本発明による周期的スイング共通電圧によるピクセル電圧の変化を説明するため
の波形図である。
【００２９】
図５に示すように、一つのピクセルに印加される電圧を示した波形図で、共通電極電圧を
スイングさせることによって、ピクセルに印加される電圧をスイングさせる。この時、ピ
クセルに印加される平均電圧（Ｖｐ）は下記の数３の通りである。
【数３】
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【００３０】
ここで、Ｖｓはソース端印加電圧、Ｃｓｔは保存キャパシターのキャパシタンス、Ｃｇｄ
はゲート端とドレーン端との間の寄生キャパシタンス、Ｃｌｃは液晶キャパシターのキャ
パシタンス、△Ｖｃｏｍは前段共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）と現在の共通電極電圧（Ｖｃｏ
ｍ）との差電圧である。
【００３１】
この時、共通電極に追加で印加される電圧は
【数４】

に比例する値であることが分かる。従って、液晶キャパシター（Ｃｃｌ）によるメモリ効
果によって階調が変化する時にオーバーシュート（ｏｖｅｒｓｈｏｏｔ）が発生して応答
速度を向上させることができる。
【００３２】
前記方法を適用するためには次のような３つの条件を全て満たせば、液晶表示装置の応答
速度を向上させることができる。
【００３３】
（i）条件１
ピクセル電圧が（-）から（+）で変わる場合、ゲートオン時間に共通電極電圧が（-）で
終了。
（ii）条件２
ピクセル電圧が（+）から（-）で変わる場合、ゲートオン時間に共通電極電圧が（+）で
終了。
（iii）条件３
ゲートが閉じた後、（-）と（+）とを反復スイング。
【００３４】
次に、前記条件１乃至３を満たす液晶表示装置の多様な駆動方法について説明する。
【００３５】
図６は、本発明の実施例によるスイング共通電極を利用した液晶表示装置を説明するため
の図面である。
【００３６】
図６を参照すると、本発明の実施例によるスイング共通電極を利用した液晶表示装置はタ
イミング制御部１００、データドライバー２００、ゲートドライバー３００、駆動電圧発
生部４００及びＬＣＤパネル５００を含む。
【００３７】
タイミング制御部１００はデータドライバー駆動用信号（ＬＯＡＤ、Ｈｓｔａｒｔ、Ｒ・
Ｇ・Ｂ）とゲートドライバー駆動用信号（Ｇａｔｅ Ｃｌｋ、Ｖｓｔａｒｔ）とを出力し
、外部から印加される垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）と水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）とメイ
ンクロック信号（ＭＣＬＫ）とによって共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）の周期と振幅とを定義
する第１信号を駆動電圧発生部４００に出力する。
【００３８】
データドライバー２００はデータドライバー駆動用信号（ＬＯＡＤ、Ｈｓｔａｒｔ、Ｒ・
Ｇ・Ｂ）に基づいて液晶キャパシター（Ｃｌｃ）の極性を駆動させるデータ駆動電圧（Ｄ
１，Ｄ２，．．．，Ｄｍ）をＬＣＤパネル５００のデータラインに各々出力する。
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【００３９】
ゲートドライバー３００はタイミング制御部１００から提供されるゲートドライバー駆動
用信号（Ｇａｔｅ Ｃｌｋ、Ｖｓｔａｒｔ）と駆動電圧発生部４００から提供されるＶｏ
ｎ、Ｖｏｆｆとに基づいてゲート駆動電圧（Ｇ１，Ｇ２，．．．，Ｇｎ）を出力する。
【００４０】
駆動電圧発生部４００は共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）の周期と振幅とを定義する第１信号の
提供を受けて前記第１信号の電圧レベルをアップまたはダウンし、ゲート駆動電圧に所定
の周期で同調するスイング共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）を出力する。
【００４１】
ＬＣＤパネル５００は、走査信号を伝送する一つ以上のゲートラインと、ゲートラインと
交差して画像信号を伝送する一つ以上のデータラインと、ゲートライン及びデータライン
によって囲まれた領域に形成されてそれぞれのゲートライン及びデータラインに連結され
たスイッチング素子（ＴＦＴ）と、スイッチング素子のターンオン動作によってデータ駆
動電圧に比例してバックライトから提供される光を透過する液晶キャパシター（Ｃｌｃ）
と、スイッチング素子のターンオン時にデータ駆動電圧を蓄積し、スイッチング素子のタ
ーンオフ時に蓄積されたデータ駆動電圧を液晶キャパシター（Ｃｌｃ）に印加する保存キ
ャパシター（Ｃｓｔ）とを備える。
【００４２】
以上で説明したように、駆動電圧発生部から出力される共通電極電圧はＬＣＤパネル上に
水平方向に形成された共通電極ラインに、または垂直方向に形成された共通電極ラインに
印加されてオーバーシュートが発生し、発生したオーバーシュートによって液晶表示装置
の応答速度を向上させることができる。
【００４３】
図７は、本発明によって液晶表示装置のライン反転駆動でシングル共通電極を適用した場
合を説明するための波形図である。
【００４４】
図７に示すように、奇数番目、つまりｎ-１番目とｎ+１番目とのライン駆動時にゲートパ
ルスの印加によってゲートパルス幅と同一な幅の第１共通電極電圧を出力し、偶数番目、
つまりｎ番目のライン駆動時にゲートパルスの印加によってゲートパルス幅と同一な幅の
第２共通電極電圧を出力する。
【００４５】
つまり、ｎ番目のラインは（-）から（+）で変わるラインで共通電極電圧が（-）で終わ
ることが分かり（条件１満足）、反面、（ｎ-１）番目と（ｎ+１）番目とのラインの各々
は（+）から（-）で変わるラインでゲートオンである時に共通電極電圧が（+）で終わる
ことが分かる（条件２満足）。そしてゲートオフである時に共通電極電圧は周期的にスイ
ングする（条件３満足）。
【００４６】
各ラインの電圧は同一な模様をしているので一種類の共通電極によってオーバーシュート
させる電圧を印加することができる。
【００４７】
以上で説明したように、液晶表示装置のライン反転駆動時にはゲートパルスの印加によっ
てゲートパルスの幅と同一であり、極性反転するシングル共通電極電圧を用いて容易に駆
動することによって液晶表示装置の応答速度を向上させることができ、前記三つの条件の
全てを同時に満たすことが分かる。
【００４８】
図８は、本発明によって液晶表示装置のライン反転駆動で３種類の共通電極駆動を適用し
た場合を説明するための波形図である。
【００４９】
図８に示すように、ｎ番目のライン駆動時にゲートパルスの印加によってオン周期がゲー
トパルス幅の３倍に該当するパルス幅を有する第１極性の共通電極電圧を出力し、ｎ+１
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番目のライン駆動時にゲートパルスの印加によってオン周期がゲートパルス幅の３倍に該
当するパルス幅を有する第２極性の共通電極電圧を出力し、ｎ+２番目のライン駆動時に
ゲートパルスの印加によってオン周期がゲートパルス幅の３倍に該当するパルス幅を有す
る第３極性の共通電極電圧を出力する。
【００５０】
ここで、ｎ番目のラインとｎ+２番目のラインとは（-）から（+）で変わるラインで、共
通電極電圧が（-）で終わることが分かり（条件１満足）、反面、（ｎ+１）番目と（ｎ+
３）番目とのラインの各々は（+）から（-）で変わるラインで、ゲートオンである時に共
通電極電圧が（+）で終わることが分かり（条件２満足）、そしてゲートオフである時に
共通電極電圧は周期的にスイングする（条件３満足）。
【００５１】
以上で説明したように、ライン反転駆動で応答速度を向上させるために３種類の共通電極
（ｃｏｍｍｏｎ Ａ～Ｃ）を用いる。共通電極Ａにはｎ、ｎ+３、ｎ+６、ｎ+９のラインが
たばねられて同一な共通電極電圧が印加され、同様に、共通電極Ｂにはｎ+１、ｎ+４、ｎ
+７のラインがたばねられて同一な共通電極電圧が印加され、共通電極Ｃにはｎ+２、ｎ+
５、ｎ+８のラインがたばねられて同一な共通電極電圧が印加される。
【００５２】
このような方法で４種、５種、６種など多様な個数の共通電極を用いてライン反転駆動方
式を採択した液晶表示装置を駆動することができる。このようにして得られる長所は、共
通電極をスイングさせる周波数を低くすることができるということである。つまり、共通
電極に印加される電圧の周波数が高くなって発生し得る問題、例えば消費電力の上昇など
の問題を除去することができる。
【００５３】
以上の図７乃至図８ではライン反転駆動時の液晶表示装置の応答速度を向上させるために
駆動電圧発生部４００から出力され得る多様な共通電極電圧の印加波形を説明した。
【００５４】
次に、以下でドット反転駆動時の液晶表示装置の応答速度を向上させるための方法を説明
する。
【００５５】
しかし、本発明による保存キャパシターとして用いる共通電極を適当な周波数にスイング
させる概念を液晶表示装置のドット反転駆動に適用するには考慮しなければならない事項
が多数発生する。
【００５６】
図９は、一般的な液晶表示装置のドット反転駆動のためのピクセル配置を説明するための
図面である。
【００５７】
一般的な液晶表示装置のドット反転駆動時には一つのラインに（+）と（-）とが同時に存
在する。したがって、ゲートが開く時に最小で二種類の共通電極が存在しなければならな
いが、図９に示すように、一般的なドット反転駆動のためのピクセル配置図によると、シ
ングル共通電極ではオーバーシュートを発生させることができないことが分かる。
【００５８】
図１０は、本発明の実施例による液晶表示装置のドット反転駆動のための２重共通電極ラ
インの構造を説明するための図面であり、図１１は、前記図１０の画素等価回路を説明す
るための図面である。
【００５９】
図１０に示すように、ゲートラインとゲートラインとの間には二つの共通電極ライン（ｃ
ｏｍｍｏｎ Ａ、Ｂ）を各々水平ライン方向に設け、共通電極ラインＡ（ｃｏｍｍｏｎ Ａ
）は奇数番目（または偶数番目）のピクセル電極と連結し、共通電極ラインＢ（ｃｏｍｍ
ｏｎ Ｂ）は偶数番目（または奇数番目）のピクセル電極と連結する。
【００６０】
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以上で説明したように、同一なデータライン（Ｖｓ）に接続されているピクセルには同一
な共通電極ライン、つまり縦に同一共通電極ラインが接続されていることが分かる。
【００６１】
図１２は、前記図１０の２重共通電極ラインに各々印加される共通電圧波形を説明するた
めの波形図である。
【００６２】
図１２に示すように、奇数番目（または偶数番目）のゲートライン駆動時に、ゲートパル
スの印加によって、ゲートパルス幅と同一な幅の第１共通電極電圧を共通電極ラインＡに
出力し、第１共通電極電圧の極性に反転してゲートパルス幅と同一な幅の第２共通電極電
圧を共通電極ラインＢに出力する。
【００６３】
また、偶数番目（または奇数番目）のゲートライン駆動時に、ゲートパルスの印加によっ
て、第１共通電極電圧の極性に反転してゲートパルス幅と同一な幅の第２共通電極電圧を
共通電極ラインＡに出力し、ゲートパルス幅と同一な幅の第１共通電極電圧を共通電極ラ
インＢに出力する。
【００６４】
以上で説明したように、共通電極電圧ＡとＢとを見ると、各々は前記図６で説明したライ
ン反転における単一共通電極電圧の駆動方法と同一なことが確認するできる。
【００６５】
図１３は、前記図１０の２重共通電極ラインに各々印加される共通電圧の波形を説明する
ための波形図である。
【００６６】
図１３に示すように、共通電極電圧Ａを共通電極電圧Ａ-１、Ａ-２、Ａ-３に各々分割し
、共通電極電圧Ｂを共通電極電圧Ｂ-１、Ｂ-２、Ｂ-３に各々分割し、総計で６種類に分
割した共通電極電圧を用いて各々駆動する。つまり、フレームが変わるごとに共通電極電
圧Ａと共通電極電圧Ｂとは交互に変わる。
【００６７】
以上、２種類の共通電極電圧を６種類に分割して駆動することを例として説明したが、２
種類の共通電極電圧を８種類、１０種類など多様な個数の共通電極電圧に分割して印加す
ることによって共通電極に印加される波形の周波数を低くすることができる。
【００６８】
図１４は、本発明によって液晶表示装置のソース/ドレーン（Ｓ/Ｄ）領域で共通電極を形
成した場合を説明するための図面である。
【００６９】
図１４に示すように、共通電極ラインＡと共通電極ラインＢとは垂直方向に設けられてい
るデータライン間に設けられ、共通電極ラインＡは奇数番目の垂直コラムに設けられ、共
通電極ラインＢは偶数番目の垂直コラムに設けられる。
【００７０】
共通電極ラインＡと共通電極ラインＢとの各々に形成される保存キャパシター＜ｃｏｍｍ
ｏｎ　Ａ＞と保存キャパシター＜ｃｏｍｍｏｎ　Ｂ＞とはゲートラインとデータラインと
が交差する領域に所定の面積を有するように形成される。この時、保存キャパシター＜ｃ
ｏｍｍｏｎ　Ａ＞及び＜ｃｏｍｍｏｎ　Ｂ＞が形成される面積は、ゲートパルスがオフさ
れた時に液晶キャパシターによって漏洩される電流を補償する程度であれば十分である。
【００７１】
前記図１４で印加できる共通電極電圧信号は、図１２乃至図１３で言及した駆動方法と同
一であるので、これに関する説明は省略する。
【００７２】
図１５は、本発明によってドット反転におけるシングル共通ライン配線構造を説明するた
めの図面である。
【００７３】
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図１５に図示するように、奇数番目の共通電極ラインが水平方向に各々設けられ、奇数番
目のゲートラインが奇数番目の共通電極ラインと隣接配置されて水平方向に設けられ、偶
数番目の共通電極ラインは水平方向に各々設けられ、偶数番目のゲートラインは偶数番目
の共通電極ラインと隣接して水平方向に設けられる。
【００７４】
また、奇数番目のデータラインは垂直方向に、偶数番目のデータラインは垂直方向に各々
設けられる。
【００７５】
また、第１保存キャパシターは奇数番目のデータラインと偶数番目のデータラインとによ
って分割された領域に、奇数番目の共通電極ラインと奇数番目の共通電極ラインとに隣接
する奇数番目のゲートラインを連結して形成される。
【００７６】
また、第１保存キャパシターは奇数番目のデータラインと偶数番目のデータラインとによ
って分割された領域に、偶数番目の共通電極ラインと偶数番目の共通電極ラインとに隣接
する偶数番目のゲートラインを連結して形成される。
【００７７】
また、第２保存キャパシターは偶数番目のデータラインと奇数番目のデータラインとによ
って分割された領域に、偶数番目のゲートラインと奇数番目の共通電極ラインとを連結し
て形成される。
【００７８】
また、第２保存キャパシターは偶数番目のデータラインと奇数番目のデータラインとによ
って分割された領域に、奇数番目のゲートラインと偶数番目共通ラインとを連結して形成
される。
【００７９】
図１６は、前記図１５の共通ラインに印加される２種類の共通電圧信号を説明するための
波形図である。
【００８０】
図１６に示すように、横線は共通電極ラインを示して横方向に進むほど時間が進むのを示
す。横方向に一マスはゲートパルス幅と同一である。斜線の領域はゲートが開かれる領域
である。１行に二マスが斜線領域である理由は共通電極に接続されているピクセルが共通
電極を中心に上下二つのラインであるためでる。
【００８１】
つまり、一つのラインの共通電極が上側ラインの半分と下側ラインの半分とを担当してい
る。
【００８２】
ｎ、ｎ+２、ｎ+４、ｎ+６番目の共通ラインはゲートがオンになった時に（+）で終わるの
で、（+）から（-）で変わるピクセルを担当している共通電極ラインであり、ｎ+１、ｎ+
３、ｎ+５番目の共通ラインは反対に（-）から（+）で変わるピクセルを担当している共
通電極ラインである。
【００８３】
ｎ、ｎ+２、ｎ+４、ｎ+６番目の共通ラインが同一な信号を有しており、ｎ+１、ｎ+３、
ｎ+５番目の共通電極ラインが同一な信号を有している。
【００８４】
従って、前記駆動方法は奇数番目の共通電極ラインと偶数番目の共通電極ラインとの信号
が反転して印加される。
【００８５】
図１７は、前記図１５の共通ラインに印加される４種類共通電圧信号を説明するための波
形図である。
【００８６】
図１７に示すように、共通電極の周波数がゲートパルス幅の周波数の１/２に該当する。
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前記図１７をより詳細に見てみると、前記図１６の駆動と同一な結果が得られることが確
認できる。つまり、一つのフレームが過ぎるとＡとＣとの信号が互いに変わり、ＢとＤと
の信号が互いに変わる。
【００８７】
前記方法で用いると、多様な信号個数で駆動することができる。
【００８８】
図１８は前記図１５の共通ラインに印加される３種類の共通電圧信号を説明するための波
形図であり、図１９は前記図１５の共通ラインに印加される５種類の共通電圧信号を説明
するための波形図、図２０は前記図１５の共通ラインに印加される６種類の共通電圧信号
を説明するための波形図である。
【００８９】
これに対する説明は省略し、ただし奇数個の信号が波長がより長く現れることが確認でき
る。
【００９０】
図２１は、本発明によってドット反転で分離型ピクセル構造を説明するための図面である
。
【００９１】
図２１を参照すると、共通電極ラインはゲートラインとゲートラインとの間に水平方向に
設けられる。
【００９２】
また、第１ピクセルは、奇数番目のゲートラインと偶数番目のゲートラインとによって、
そして奇数番目のデータラインと偶数番目のデータラインとによって形成された領域に形
成され、一端が奇数番目のゲートラインに連結されて他端が共通電極ラインに連結される
。
【００９３】
また、第２ピクセルは奇数番目のゲートラインと偶数番目のゲートラインとによって、そ
して奇数番目のデータラインと偶数番目のデータラインとによって形成された領域に形成
され、一端が偶数番目のゲートラインに連結される。
【００９４】
また、第３ピクセルは奇数番目のゲートラインと偶数番目のゲートラインとによって、そ
して偶数番目のデータラインと奇数番目のデータラインとによって形成された領域に形成
され、一端が奇数番目のゲートラインに連結される。
【００９５】
また、第４ピクセルは奇数番目のゲートラインと偶数番目のゲートラインとによって、そ
して偶数番目のデータラインと奇数番目のデータラインとによって形成された領域に形成
され、一端が共通電極ラインに連結されて、他端が偶数番目のゲートラインに連結される
。
【００９６】
以上で説明したように、液晶表示装置をドット反転駆動するためにはゲートラインを中心
に両側にピクセルを分割して適用する。この時は、ゲートラインと共通ラインとの間の距
離が離隔しているので、ラインショートによる不良を減らすことができる。これに対する
駆動方法は、前記図１６乃至図２０に示した駆動方法と同一な多様な方法を適用すること
ができる。
【００９７】
前記では本発明の好ましい実施例を参照して説明したが、該当技術分野の熟練した当業者
は特許請求の範囲に記載されている本発明の思想及び領域から外れない範囲内で本発明を
多様に修正及び変更することができるのが理解できると思われる。
【００９８】
【発明の効果】
以上で説明したように、本発明によって保存キャパシターとして用いる共通電極ラインの
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独立配線をゲートパルスに同調して適当な周期でスイングさせ与えることによってオーバ
ーシュートを発生することができるので、液晶キャパシターによるメモリ効果によって階
調が変化する時の応答速度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】一般的なＴＦＴ-ＬＣＤの画素等価回路を説明するための図面である。
【図２】一般的なＣＣＤの効果を説明するための図面である。
【図３】松下社で提案する前段ゲートを利用したＴＦＴ-ＬＣＤの画素等価回路を説明す
るための図面である。
【図４】前記図３の松下社で提案する前段ゲート信号を利用した応答速度の向上を説明す
るための波形図である。
【図５】本発明による周期的スイング共通電圧によるピクセル電圧の変化を説明するため
の波形図である。
【図６】本発明の実施例によるスイング共通電極を利用した液晶表示装置を説明するため
の図面である。
【図７】本発明によって液晶表示装置のライン反転駆動でシングル共通電極を適用した場
合を説明するための波形図である。
【図８】本発明によって液晶表示装置のライン反転駆動でマルチ共通電極駆動を適用した
場合を説明するための波形図である。
【図９】従来のドット反転構造におけるピクセル配置図を説明するための図面である。
【図１０】本発明によって液晶表示装置のドット反転駆動における２重共通電極ライン構
造を説明するための図面である。
【図１１】前記図１０の画素等価回路を説明するための図面である。
【図１２】前記図１０の２重共通電極ラインに各々印加される共通電圧の波形を説明する
ための波形図である。
【図１３】前記図１０の２重共通電極ラインに各々印加される共通電圧の波形を説明する
ための波形図である。
【図１４】本発明によって液晶表示装置のソース/ドレーン（Ｓ/Ｄ）領域で共通電極を形
成した場合を説明するための図面である。
【図１５】本発明によって液晶表示装置のドット反転駆動におけるシングル共通ライン配
線構造を説明するための図面である。
【図１６】前記図１４の共通ラインに印加される２種類の共通電圧信号を説明するための
波形図である。
【図１７】前記図１４の共通ラインに印加される４種類の共通電圧信号を説明するための
波形図である。
【図１８】前記図１４の共通ラインに印加される３種類の共通電圧信号を説明するための
波形図である。
【図１９】前記図１４の共通ラインに印加される５種類の共通電圧信号を説明するための
波形図である。
【図２０】前記図１４の共通ラインに印加される６種類の共通電圧信号を説明するための
波形図である。
【図２１】本発明によって液晶表示装置のドット反転駆動における分離型ピクセル構造を
説明するための図面である。
【符号の説明】
１００　 タイミング制御部
２００　 データドライバー
３００　 ゲートドライバー
４００　 駆動電圧発生部
５００　 ＬＣＤパネル
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